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治水の必要性 1

懸命な水防活動もあり、最小限にくい止められた被害
－平成10年９月台風５号により利根川で漏水などの堤防被害が７６箇所発生－
懸命な水防活動もあり、最小限にくい止められた被害
－平成10年９月台風５号により利根川で漏水などの堤防被害が７６箇所発生－

－約3,000人の水防団員が緊急出動－



自然環境への影響 2

付替道路の変更など計画の柔軟な見直しにより、
自然環境への影響を回避、低減

付替道路の変更など計画の柔軟な見直しにより、
自然環境への影響を回避、低減

トンネル区間（道路計画見直し後）

湖岸道路（道路計画見直し前）繁殖テリトリー コアエリア

トンネルの採用により地形改変と自然環境への影響を最小化

繁殖に重要なエリア（幼鳥の行動範囲）



水環境への影響 3

貯留制限を設けることでダム下流の流況を改善貯留制限を設けることでダム下流の流況を改善

流況改善の事例 正常流量時の流況(イメージ)

＜貯留制限を設けることにより＞
◎河川流量の平滑化を回避
◎ダム運用前後における流況の改変を減少
ダム下流河川の自然環境に与える影響を低減
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流量（m3/s)

殿ダム運用前

ダム運用後（貯留制限なし）
ダム運用後（貯留制限あり）

貯留制限流量

正常流量

流況を改善

貯留制限流量時の流況(イメージ)



4地球温暖化と降雨傾向の変化

近年の少雨化により河川流量が低下し、ダムの実力が低下近年の少雨化により河川流量が低下し、ダムの実力が低下

近年1/10における供給可能水量の算出（イメージ図）近年1/10における供給可能水量の算出（イメージ図）

ダム（貯水池）

計 画 時計 画 時 近年1/10の年近年1/10の年
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注： のゾーンの面積は等しいものとする。 ※近年の少雨傾向により河川流量が減少したことで、同じダムから同量の
補給水を受けても安定的に取水できる水量は目減りする。

水
量

１年間 １年間



5ダムの操作及び運用に関する課題

ダムの操作規則が将来の計画規模の洪水を前提としている場合、
中小洪水では、ダムの洪水調節容量が
百パーセント有効に使われない場合もあり得る

ダムの操作規則が将来の計画規模の洪水を前提としている場合、
中小洪水では、ダムの洪水調節容量が
百パーセント有効に使われない場合もあり得る

1983.10.08読売新聞（尼崎版）



6ダムの操作及び運用に関する課題

下流河川の整備状況を勘案したダムの暫定操作規則の実施下流河川の整備状況を勘案したダムの暫定操作規則の実施

●ダムからの放流量を小さく設定することで、中小洪水でも早期効果を
発現する一方で、対応できる洪水規模が低下

100年に１回程度の確率で発生する洪 20年に１回程度の確率で発生する洪
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